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平成２５年度鎌ケ谷市男女共同参画推進懇話会第３回会議録 

 

日  時  平成２６年２月２８日（金）１０：００～１２：００ 

場  所  鎌ケ谷市生涯学習推進センター２階会議室１ 

出席委員  内海﨑委員、平田委員、奥田委員、田中委員、山田委員、平林委員、 

堤委員、竹内委員、糟谷委員 

欠席委員  坂本委員 

事 務 局  大伯男女共同参画室長、中川主査 

記  録  中川 

傍聴者数  ０名 

 

会 議 内 容 

 

１ 開 会  大伯男女共同参画室長 

 

２ 会長挨拶 男女共同参画推進懇話会会長 

 

３ 会議録署名人の選出 名簿順により田中委員、山田委員が選出された。 

 

４ 議題 

 

（１）男女共同参画に係る学習会及び意見交換会 

 

（事務局） 前回新任の第１回会議では、学習会で差別体験ゲームに参加していただ

きましたが、今回の学習会では、昨年１０月に初めて懇話会委員になら

れました方が４名いらっしゃることもあり、内海﨑会長より男女共同参

画についての基本的なお話しをしていただきたくお願いしたところ、ご

了解をいただきましたので、事前に配付しております「歌詞にみる男女

共同参画の移り変わり」の資料により、会長にご講演をお願いいたしま

す。 

（会 長） お手元にお配りしております資料は、大学での講座等で女性学の基礎を

学ぶ際に使っているものをアレンジしており、これから３曲の歌詞を聴

いていただく中で何が見えてくるか、それぞれの曲が流行っていた時の

結婚観、家庭観、男性と女性との関わり方などの変化について、男女共

同参画の視点から分析していきたいと思います。 

      資料により説明 

      これから、７９年に発表された「関白宣言」という曲を流しますが、こ

の歌詞には異議がある、また、このような考え方は今後も維持していく

べきなどマイナスとプラスの両面からチェックしながら聴いてみてく

ださい。 

○「関白宣言」曲流し 

（会 長） 皆さま、曲を聴いてのご意見いかがでしょうか。 

（Ａ委員） 「おまえ」という歌詞に違和感があります。「あなた」「きみ」という言

い方が良いのでは。 

（会 長） この表現について学生に意見を求めると、不適切であるという人が７割

ですが、「おまえ」と呼ばれ特別な存在になったと感じ、うれしく思う
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という人もいます。他の方はいかがでしょうか、プラス面からの意見で

もかまいません。 

（Ｂ委員） 久しぶりに曲を聴いたのですが、歌詞全体が本気で言っているのではな

く愛情の裏返しであり、ある意味で夫としては寛大なのではと思えるの

ですが。 

（会 長） 本当は、歌詞のようには思っていないと読み取れるということですね。 

      他は、いかがでしょうか。 

（Ｃ委員） 私は８０歳代で、この歌詞のような関係が一般的である時代を生きてき

たのですが、この曲が出た当時も、このような命令口調には違和感があ

りました。 

（会 長） 学生の授業では、江戸末期に貝原益軒が書いた「女大学」と比較して話

すのですが、「お前を嫁にもらう」という表現は、女性が物のように扱

われており、この考え方は同書に記されていて、その時代から引き継が

れているものです。 

 「俺より先に寝てはいけない、俺より後に起きてもいけない、めしは上

手く作れ、いつもきれいでいろ」という内容も、女性が身に付けなけれ

ばならい基礎的な技術として書かれています。 

      ここでは、７９年の歌詞を取り上げたわけですが、年表を見ていただく

と７５年が「国際女性年」、翌７６年から８５年までは「国連女性の１

０年」で、その中間に発表されています。 

      この曲は、当時の結婚式の披露宴で使用され大変流行りましたが、一方

で、歌詞の内容に異議を唱えるグループもあり、賛否両論があったとは

いえ、当時の日本では受け入れられるような土台があったということ、

つまり歌詞から読み取れる男性と女性の関係、家族観、家庭観が賞賛さ

れた時代であったということに注目しておいてください。 

      資料により説明 

○「関白失脚」曲流し 

      この曲が「関白宣言」の１５年後の９４年に発表されたわけですが、 

      併せて聴いてみると家族観、家庭観が変わってきているのがお分かりい

ただけると思います。 

      関白宣言では「家庭」という言い方で、関白失脚では「家族になれてよ

かったと思っているんだ」と「家族」に変わっているものの、「今日も

君たちの笑顔を守るために仕事という名の戦場へ行く」というように、 

      ９４年の段階ではまだ、家族よりは仕事という思いがうかがえます。 

ただ、「右手に定期券、左手に生ゴミ」という歌詞からわかるように、

男性が仕事だけではなく、家事にも足を踏み入れはじめていることが読

み取れると思います。 

○「キセキ」曲流し 

      先ほど「おまえ」という呼び方に違和感がとのご意見がありましたが、

キセキでは「おまえ」ではなく「キミ」で、「俺」ではなく「僕ら」と

いう言い方に変わっており、「キミの右の手のひらを僕の左の手のひら

をそっと包んでく」という歌詞から二人寄り添って並んで歩いているの

がわかります。また、「いつまでもキミの横で笑っていたくて」は、明

らかに立ち位置が平等になっていると理解できます。 

      「キセキ」が出たのは「関白宣言」より３０年くらい後なのですが、    

大きな違いは「そばに居てよ、最後の一秒まで」つまり一緒に死にたい
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と思っているところです。 

      次に、平均初婚年齢の推移を調べてみたのですが、８０年つまり関白宣

言が出た翌年は、夫２７．８歳、妻２５．２歳で年齢差が２．６歳あり

ますが、関白失脚の出た翌年９５年では、夫２８．５歳、妻２６．３歳

で年齢差が２．２歳に縮まっています。 

      さらに、「キセキ」が出る２年前の０６年の調査を見てみますと夫３０．

０歳、妻２８．２歳で、１．８歳まで縮まったことを考えますと、歌詞

にあるように「キミと僕」というような、平等な立ち位置に変わってき

ていることも理解できます。 

      この「キセキ」の歌詞に出てくる男性から見えてくるのが「草食系男子」

です。この単語は０６年コラムニストの深澤真紀さんが「弱くなった男

子、強くなった女子は本当か」という記事の中で草食男子という言葉を

使いはじめました。 

その後、頻繁にマスコミを中心に騒がれましたが、大阪府立大学の森岡

教授が「草食系男子」と「肉食系男子」についての著書で、それぞれど

のような特徴があるか述べています。 

      とりわけ私が注目したいのが、草食系は「女性に対して、性的にガツガ

ツしない」のに対し、肉食系は「性的に積極的に行動する」という点で、

草食系が増えることで少子化が進むと言われたこともあります。 

      そこで、本当に草食系男子が増えているかどうかですが、結論的には増

えているとは言えません。何故かというと、正式な定義付けがなされて

おらず概念があいまいで、客観的に根拠を示すデータもないからです。 

      唯一のデータとしてあげるとすれば、行動生態学の研究者で長谷川真理

子さんの「日本における若者の殺人率の減少」という論文の中にありま

す。 

      それによると、日本が世界と同様に５０年代は２０代男性が犯す殺人件

数が突出して高かったのに対し、その後、日本だけは減り続け、２００

０年代では１０分の１まで減少し、一方で、３０代以上の中年男性の件

数が多くなってきている、つまり凶暴になってきているという数字が示

されています。 

      そういう意味では、世界で日本の２０代の凶暴な男性が最も少ない、つ

まり草食系男子が増えてきているとも言えなくもありません。 

      そこで、原因として女性の社会進出、男女平等思想が進んだこと、経済

不況などが考えられるわけですが、そのようなことは日本に限らず起き

ていることで、世界では相変わらず２０代男性の殺人件数が多いことか

ら、直接的な理由とは言えないでしょう。 

長谷川さんは、戦後の日本が軍隊を持っていないこと、徴兵制がないこ

となどが、日本の若い男性を凶暴にしていない一因なのではないかと分

析しています。 

もう一度、「関白宣言」「関白失脚」「キセキ」の男女の主語を確認して

みると、これは主従関係を表すのですが、「宣言・失脚」では「オレ、

オマエ」となっているのに対して、「キセキ」では「ボク、キミ」と相

互関係になっています。 

また、国民生活白書の中で５８年から引き続き実施している調査項目で

「あなたにとって、一番大切に思うものは何ですか」という問いに、「家

庭」と答えた人を５８年と０７年で比較してみます。一般的に、昔は家
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庭や家族を大事にしてきた、とりわけ戦前・戦後は家族を大事にし、つ

ながりを持って生きてきたと思われているようですが、５８年の一番は

「生命・健康・自分」となっていて、「家庭」や「家族」と答えた人は

１割しかいないことから、データから見てみると、残念ながら幻想です。 

０３年になると、ようやく「家族」が５割になって、以降、若い世代を

中心に増加してきているという状況です。 

最後にまとめますと、７９年の「関白宣言」から２９年後の０８年の「キ

セキ」への転換では、男女の関係が横並びに変わってきており、更に「草

食系男子」の出現は日本の平和の象徴であり、言い方を変えれば弱肉強

食の否定です。 

      若い世代は優しくなってきているのですが、それをどう捉えるかがこれ

からの課題でもあります。 

      更に、ジェンダー平等社会、つまり男女の関係が横並びになったという

ことは、個人の生き方の選択を阻害しない社会になりつつあり、多様な

性のあり方を尊重できる社会になってきたということで、これまでの歴

史を振り返ると、男女の関係が変化してきていることが読み取れるので

はないでしょうか。 

（会 長） この後は、委員の皆さまに自由に意見交換していただくわけですが、ご

質問でも結構ですのでいかがでしょうか。 

（Ａ委員） 「関白宣言」が出たあとの８０年代は「男女雇用機会均等法」が施行さ

れ、男女平等という観点からすると大きな変化があった年代だったので

はと感じています。 

      ただ、男女雇用機会均等といいつつも、施行当時は企業内では十分には

反映されていなかったように記憶しています。 

（会 長） 確かに当時もまだ、企業が一般職、総合職と分けて採用していたように、

実質的には均等ではなかったと思います。 

（Ｄ委員） 家庭における家事分担の調査があり、全国２０歳以上とありますが、 

      対象を専業主婦とそうでない人を分けていないので、家事分担は妻とい

う問いでは、掃除や食事など７割以上になっていますが、専業主婦を対

象に調査すればもっと高くなるのではと思いますが。 

（会 長） 対象者を就業しているか否かで分けていないので、専業主婦を対象にす

れば委員がおっしゃるように更に高くなるとは思います。 

（Ｃ委員） 私は、教員を経てファッション業界に転職し、社長が女性で社員も９割

以上という会社で、周りの女性社員を見ていて能力の高さに感心してい

ました。ただ、当時の社会では、女性を人材として活用していくような

風潮ではなく残念に思っていました。 

（会 長） 確かに人材が埋もれてしまうのはもったいない話しですね。 

      他にご意見、または感想でもかまいませんが、ございませんか。 

（Ｅ委員） ０２年の家庭における最終決定者の調査では、夫が決定する項目で「土

地・家屋」の購入は４８％になっていますが、私が携わっている仕事の

うえで感じている限りでは、妻の意見が反映されている率がもっと高い

ように思います。 

（会 長） 時代がそのように変わってきているのですね。 

（Ｆ委員） 私は農家で３世代同居ですが、農家に嫁いでくる女性を見ていると、 

      最近では別居するケースが多くなってきていると感じています。 

（会 長） 家族形態が変わってきているのですね。 



- 5 - 

（Ｄ委員） ７５年の国際婦人年から４０年ほど経過している中で、行政が先頭に立

って男女共同参画を進めてきているわけですが、まだ十分ではない現状

では、ひとり一人が意識を変えていかなければならないと感じています。 

（会 長） 他にいかがですか。 

（Ｇ委員） 私は、男女共同参画に関する知識が十分ではなく、もっと勉強していく

必要があると感じているのですが、自らもボランティア活動をしている

中で思うことは、鎌ケ谷市では女性の割合が非常に高いことです。 

      そういう意味からすると、ボランティア活動においては男女共同参画が

進んでいると言えるのではないでしょうか。 

（会 長） 具体的なデータとして示せればいいですね。 

      他はいかがですか。ないようでしたら議題（２）その他ですが、事務局

よりお願いします。 

（事務局） 例年、男女共同参画推進懇話会第１回会議では、事前に資料として配付

させていただいております「鎌ケ谷市男女共同参画推進計画第１次実施

計画進行管理表（一覧）」の各担当課の事業における実績や課題等につ

いてご意見をいただいているところです。 

     お手元の進行管理表一覧は、昨年５月各担当課が記入したものに、委員

の皆様のご意見が加わり作成が終わっていますが、議題（１）での内海

﨑会長からの男女共同参画のお話しを踏まえまして、あらためてご意見

があればいただきたいと思います。 

      また、昨年１０月に初めて委員に就任された方々につきましては、進行

管理表をご覧になっていただき、分からない点などについて、事務局に

尋ねていただいても結構ですので、よろしくお願いいたします。 

（会 長） お手元の進行管理表をご覧になって何かご意見をとのことですが、いか

がでしょうか。 

（Ｃ委員） 進行管理表を事前にいただいていたので目を通しましたが、詳しく説明

を聞かないと分からないと感じました。 

（会 長） 今回は説明をしていただくだけの時間がないので、お帰りになって、今

一度、進行管理表をご覧になったうえで、分からない点を事務局に伝え、

次回の懇話会で説明していただくということといたします。 

      それでは、これにて第３回会議を閉会させていただきますが、次回の懇

話会は、いつ頃を予定していますか。 

（事務局） ５月末を予定しております。 

（会 長） わかりました。委員の皆さま長時間にわたりお疲れ様でした。 

   

○以上で会議は終了した。 

 

会議録署名人の署名 

 以上、会議の経過を記載し、相違ないことを証するため次に署名する。 

 

 平成２６年５月２日 

 

                  氏名  田中 誠次    

 

                  氏名  山田 芳裕    


